

























































ト・プロトコル(Juvenile Sex Offender Assessment Protocol-Ⅱ：J-SOAP-












































リスク予測（Estimate of Risk of Adolescent Sexual Offense Recidivism：
ERASOR）（Worling, & Curwen, 2001），処遇技法としては，マルチシステミッ
クセラピー（Multi systemic therapy：MST）（Henggeler, Schoenwald, Borduin, 


















































































 最近の TAT 研究では，TAT に適用可能なスコアリング・システムを開発，発
展させる報告が相次いでいて（Jenkins, 2008；Stein, Hilsenroth, 
Slavin-Mulford, & Pinsker, 2011；Stein, Mulford, Sinclair, Siefert, & 
Blais, 2012；Stein, Mulford, Siefert, Sinclair, Renna, Malone, Bello, & 
Blais, 2014；Siefert, Stein, Mulford, Haggerty, Sinclair, Funke, & Blais, 
2018），TAT 反応の特徴を質的に捉えながら，反応を数値化して客観的に特徴
を把握しようとする試みが北米を中心になされている。社会的認知と対象関係
尺度（Social Cognition and Object Relations Scale：SCORS）がその中心的
な尺度であり，1985 年に登場して以来，何度かの改良を経て現在の版（SCORS-G）
に至り，信頼性と妥当性に関する検証もなされている（Stein ら, 2012,2018)。 
























 本論文は全 6章から構成される。第 1章では，性非行研究について概観する。
現段階で，性非行についてどれくらい分かっているのか，何が研究上の課題に
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Association for the Treatment of Sexual Offenders：IATSO)では，2006 年
に「性非行者に対する標準的介入方策（Standards of Care for Juvenile Sexual 
Offenders of the IATSO）」を定め，同学会のホームページに公表している。
















































































































































































































































































































表 1-4 思春期性犯罪者アセスメント・プロトコル（J-SOAP-Ⅱ） 
Section.1 静的リスクアセスメント 






























































































































































は項目 7 で査定する） 


















































































（Rich, 2009 から引用） 
カテゴリー 共通して含まれるリスク要因 












































































































第 4 節 まとめ 
 
第 2 節では一般非行者との比較（メタ・アナリシス）から見いだされた性非





































図 1 に示すような図式を仮定した。 
 
発 生                重 症 化 
               
 



























































Murray は全 31 枚のカードを作成し，第 1 系列と第 2 系列の 2 部構成として



































（Haynes & Peltier，1985)。Murray は被検者の性別や年齢によって使用する
カードを分けていたが，後に，分けることの効果はさほどないという研究結果























（Mihura, Meyer, & Dumitrascu, 2013）。一方，TAT では，各国の TAT 研究者
が集まって標準的な分析・解釈手続きを設けようとし始めているところである
（ Jenkins, Coulacoglou, Azoulay, Emmanuelli, Chabert, Verdon, Neau, 
Louët, Vibert, Lelê, & Mendoza, 2014）。 
 
























標準反応研究としては，Eron（1950）が 150 名の男性（大学生 50 名，入院
歴のない神経症者 25 名，入院歴のある神経症者と統合失調症者 50 名，入院中












本邦では，郷古（1980,1981）が Rapaport の著作 Diagnostic Psychological 



























































映法学会（International Society of Rorschach and Projective Methods）
や パーソナリティ・アセスメント学会（Society for Personality Assessment））
や学術誌において Jenkins と並んで TAT のスコアリング・システムに関する報
告を活発に行っているのは Steinである。Steinを中心とする研究グループは，
社会的認知と対象関係尺度-汎用版（SCORS-G：Social Cognition and Objective 
Relations Scale-Global Ratings Method）を使った研究成果を発表し続けて
いる。 
 











































































































表 2-1 社会的認知と対象関係尺度 
表象の複雑さ（Complexity）尺度  人々の表象の複雑さ 
情緒特性（Affect）尺度      表象の情緒特性 
感情的投入（Relationship）尺度  対人関係への感情投入 
道徳規範（Moral）尺度       価値観と道徳規範への感情投入 
社会的因果性（Causality）尺度   社会的因果性の理解 




自尊感情（Self-esteem）尺度    自分自身に与えている評価 










































客観的に捉えやすいことの 3 点を利点として指摘している。 
関山(2001)は，中京大学版社会的認知と対象関係尺度を作成している。基本
的な内容と構造については Westen による 1995 年版を引き継ぎ，段階評定を採
用したほか，研究ツールとしての一貫性を持たせるために，使用するカードを
敢えて固定するという選択をしている。 




































後）（Stein ら, 2012） 











































いる(Stein, Mulford, Siefert, Sinclair, Smith, & Chung, 2015)。精神科
患者群 234 名（通院 177 名・入院 57 名）のデータにおいて，生活史上の重大
なエピソード（ライフイベント）と社会的認知と対象関係尺度の 8 尺度との相




表 2-3 社会的認知と対象関係尺度汎用版とライフイベントとの相関 
（Stein ら，2015） 
 表 象 の 
複 雑 さ 
情 緒 
特 性 




社 会 的 
因 果 性 





同 一 性 
全体 
逮捕歴   -.22１       
飲酒問題 -.22１  -.22１  -.23１    -.20１ 
薬物乱用   -.20１   -.21１    
自殺企図  -.34２ -.30２  -.20１ -.38２   -.20１ 
自傷        -.20１ 
-.28２ 
 
入院回数 -.20１  -.21１      -.26１ 
子供の頃の被性的虐待 -.22１   -.20１      
子供の頃の被身体虐待    -.20１      
成人後の被身体虐待      -.33２    
自殺念慮  -.27１ 
-.29２ 
   -.28１ 
-.30２ 
-.35１ -.26１ -.22１ 
殺害念慮 .29２   -.25１      
教育歴 .24１    .22１     


















を持っている）としてこれを除く 7 尺度で検討が進められ，因子 1（情緒特性
尺度，道徳規範尺度，攻撃衝動処理尺度），因子 2（自尊感情尺度，自己同一
性尺度），因子 3（表象の複雑さ尺度，社会的因果性尺度）の 3 因子モデル，
もしくは，因子 1（情緒特性尺度，道徳規範尺度，攻撃衝動処理尺度，自尊感
情尺度，自己同一性尺度），因子 2（表象の複雑さ尺度，社会的因果性尺度）







認知と対象関係尺度を用いた報告と見なされている(2014，ISR 第 21 回大会な
ど)。 
 
















国際ロールシャッハ・投映法学会第 21 回大会（2014 年，イスタンブール）




Systems for Analysis of TAT Stories）」とか「TAT 物語の国際的量的分析シ














際的に紹介されることになった（Verdon, Chabert, Azoulay, Emmanuelli, Neau, 





の TAT 利用について，特定の症例群もしくは心理的特性に関して TAT の反応特
徴がどうか探っていこうとする基礎的な研究が多いと指摘している。 


























機関誌『犯罪心理学研究』では，第 1 巻（1963 年）から第 57 巻 1 号（2019

























































































  不安定な自己像 
 
 






  原始的（迫害的，自己懲罰的） 
  中間的（一面的，自己中心的，硬
直的） 
  統合的（現実的，養育的） 
 
5）防衛機制 
  原始的（分裂，投影性同一視など） 
















































































表 2-6 本邦における TAT を用いた性非行・性犯罪研究一覧（1990 年以降） 
著者 発表年 被検者 結果 
三橋ら 1991 性犯罪受刑者 15 名（強姦 11
名，強制わいせつ 3 名，衣類




























坂野ら 2007 性非行少年 5 名（強制わいせ




依田ら 2010 性犯罪受刑者 37 名（強姦・
強制わいせつ 30 名，衣類盗

























小磯ら 2018 性犯罪受刑者 17 名（痴漢） #13MF において女性が殺害されるテー
マが多く出現するが，男性の自己憐憫
に焦点 










いる。そうした中，2014 年の ISR イスタンブール大会（前出）では，「様々な
年齢層 にお ける 性的 攻撃 の在り 様に 関する シン ポジ ウム  (Forms and 
Expression of the Sexual Violence During the Various Ages of the Life: 









































海外の研究報告では，性非行者と一般非行者はほぼ差がない（ McCraw & 
Pegg-McNab, 1989）とするもの，暴力的性非行者と一般粗暴非行者は前者に対









著者 発表年 被検者 結果 
元木ら 2010 性犯罪受刑者
33 名（強姦，
強 制 わ い せ
つ，痴漢，児






















服部ら 2011 性非行 75 名
（ 接 触 型 57
名，非接触型
18 名）と非性

















両者にほぼ差がない（McCraw & Pegg-McNab, 1989）とするものがあって，報
告の数も少なく，まだまだ検討が必要なことが分かる。 
 


























第 3 章 
 
性非行者の TAT 特徴の数量的分析（研究 1） 
 
 

































ツールを適用し TAT の量的分析を行い，次に，研究 3（第 5 章）で質的分析を
行って，それぞれから性非行者の特徴を明らかにすることを試みる。 
 




















#7BM，#8BM，#10，#13MF，#20 の計 10 枚である（カード選択の基準について
は後述する）。（図 3-1） 
 
    
#1                #2          




      
#3BM                #4 
 
      
#6BM              #7BM 
 
    
#8BM             #10 
 




     
 #13MF              #20       
図 3-1 使用した TAT カード（続き） 
 
TAT の基本的な実施方法は，坪内（1984）に準拠した（表 3-1）。 
 


































2014 年 4 月から同年 12 月である。Ａ大学のホームページに被検者の募集広告
（表 3-2）を掲示し，応募のあった中から条件に合致すると確認された 18～19
歳の男子（25 名）である。過去 5 年間に非行がないことと，最近に心理的も
しくは精神科領域の問題が生じていないことを条件とした。 
 
表 3-2 募集広告 
募集条件 
1 本学に在籍する 20 歳未満の男性（20 歳は含みません。） 
2 平日の夕方もしくは休日に，2 時間程度調査を受けることができる人（調査は 1
回で終了します。） 
3 過去 5 年間に，法に触れる行為をして，または，その疑いにより，警察に逮捕・
補導されたことがない人 
4 過去 1 年間に，精神科・心療内科・神経科で投薬を受けていない人 































































表 3-4 社会的認知と対象関係尺度の構成 




























＊注 この用語は self-esteem の訳である。ほかにも「自己評価」「自尊心」
などの訳があるが、本論文では「自尊感情」を用いる。 
 
評定と集計は，社会的認知と対象関係尺度の汎用版（The Social Cognition 
















者を選抜したところ 4 名が残り，この 4 名に対して個別に評定練習を重ね，汎
用版マニュアルに定める精度に達してから実際の評定に当たらせることにし
た。汎用版マニュアルによれば，評定が誤りだった場合，正しい評定とのずれ
が 1 ポイント以内に留まることを評定者の合格基準としており，4 名全員がこ
のレベルに達するまで約 3 か月間を要した。 
評定の対象は，#1，#2，#3BM，#4，#6BM，#7BM，#8BM，#10，#13MF，#20 の
計 10 枚の TAT 図版に対する反応である。カード選択の基準は，基本セット
（Hartman,1970）とされている 8枚に#10と#20を加えた 10枚とした（図 3-1）。
社会的認知と対象関係尺度（汎用版）では TAT の使用カードについて特に指定











名ずつ順に評定者 4 名に割り当てた。 






低スコア，レベル 7 が最高スコアである。1 枚の TAT カードに対する被検者の




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 3-5  尺度の信頼性 
尺度 級内相関係数 α係数 
表象の複雑さ .83 .86 
情緒特性 .93 .93 
感情的投入 .95 .95 
道徳規範 .94 .94 
社会的因果性 .85 .88 
攻撃衝動処理 .93 .93 
自尊感情 .95 .95 
自己同一性 .88 .88 
 
構成概念妥当性の検討として，Stein ら(2012)は 8 尺度について探索的因子






除く 7 尺度で因子構造を検討したところ，因子 1（情緒特性尺度，道徳規範尺
度，攻撃衝動処理尺度），因子 2（自尊感情尺度，自己同一性尺度），因子 3（表
象の複雑さ尺度，社会的因果性尺度）の 3 因子モデル，もしくは，因子 1（情
緒特性尺度，道徳規範尺度，攻撃衝動処理尺度，自尊感情尺度，自己同一性尺
度），因子 2（表象の複雑さ尺度，社会的因果性尺度）の 2 因子モデルが適合
62 
 
するとしている。2 因子モデルの場合の因子 1 については，感情－関係性の因
子（自分自身，他者，人間関係に関する体験とそれに基づいて形成された認識




雑さ尺度，社会的因果性尺度）の 2 因子が抽出され， Siefert ら(2018）の分
析結果の 2 因子モデルと一致していた。分析の過程で，Siefert ら(2018）と
同様にモデルへの適合性の低さから感情的投入尺度を除外することとしたほ
か，道徳規範尺度も同様の理由で除外したため，因子 1 が 4 尺度で構成されて







なお，性非行群の内の 1 名が#6BM の反応に失敗していることから，全カー
ド分の平均得点で分析を行う際，及び，カードごとの分析で#6BM について分
析を行う際にはデータに含めていない。このため，これらの分析では，性非行




重比較の方法は，等分散性が満たされている場合は Tukeys HSD 法，満たされ
ていない場合は Tamhanes T2 法による。 
以下，実施した TAT の全カード 10 枚分の平均得点を大学生群，性非行群，



















































表 3-6 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（全図版平均） 










大学生群＞粗暴非行群 ****[２ ] 










































大学生群＞粗暴非行群 ****[２ ] 




























 3.51(2,73)  




表 3-7 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#1） 



















































































表 3-8 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#2） 

















































































表 3-9 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#3BM） 
























































































表 3-10 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#4） 
















































































表 3-11 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#6BM） 


















































































 .29（2,73)  




表 3-12 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#7BM） 














































































 .09（2,74)  




表 3-13 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#8BM） 
















































































 .13（2,74)  




表 3-14 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#10） 





















































































表 3-15 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#13MF） 






















































































表 3-16 社会的認知と対象関係尺度の群別平均値と分散分析結果（#20） 
















































































 .72（2,74)  
























































































定的な設定の頻度は，大学生群で 11（25 人中），性非行群で 10（27 人中），





































#1 の反応例を大学生群のそれと比較してみる（表 3-19）。 
 

























































Siefer ら（2018）による 2 因子モデルには，認知－構成的因子と感情－関
係性因子があり，前者は知的側面を，後者は自分自身や他者あるいは人間関係
に関する認識の在り様を測定しているとされる。本研究の大学生群のデータを
用いた分析でも Siefer ら（2018）とほぼ同じ 2 因子が確認されている。 











#20 で人物を捉えていない反応は，今回のデータ中，大学生群で 3 例，性非
行群で 7 例，粗暴非行群で 2 例あり，鈴木（1997）によれば一般健常群におけ

























































































第 4 章 
 
大学生の性犯罪行為可能性と TAT 反応の分析（研究 2） 
 
 




あるとされている（Malamuth, Sakakoskie, Koss, & Tanaka，1991; 大渕・石















この質問紙は，Ａ大学内の教室で TAT を実施した後に個別実施した。 
TAT 反応については，研究 1 で得たデータを使用する。 
大学生の性犯罪行為可能性が高い群と低い群，性非行群の計 3 群の TAT 反応









犯罪行為可能性（Malamuth ら，1991)を測定する質問紙を用いた（表 4-1）。 
 












































































度値 5），「きっとする」（尺度値 6）のいずれかを選択している者（合計値は 8
以上になる）を性犯罪行為可能性高群（n=4）とし，2 項目とも，「きっとしな












第 3 節 結果 
 
大学生の性犯罪行為可能性高群・低群（以下，大学生高群・大学生低群と表


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4 節 考察 
 
















































































第 5 節 まとめ 
 
本章（研究 2）では，一般の大学生について性犯罪行為可能性が高い群と低


















第 5 章 
 
TAT による性非行の質的分析（研究 3） 
 
 
第 1 節 目的 
 
 ここでは性非行の事例をいくつか取り上げ，個々の TAT 反応を詳細に分析す
ることから，性非行者の内面理解を試み，かつ，心理査定ツールとしての TAT
の有用性についても検証する。 






析枠（the Frame of Information Analysis）を用いて TAT 反応を整理・分析
する。 
 情報分析枠を使って一定の手続きに基づき TAT 反応を整理し表にまとめる
ことで，TAT 反応の広範な情報を取りこぼしなく網羅しつつ全体を俯瞰できる
ようになり，全ての情報が俯瞰できる状態になれば事例間の共通点を抽出しや




れる，心理査定ツールとしての TAT の強みを捉える。 
 





た事例を 5 つ抽出した（強姦事例 1 つ，強制わいせつ事例 3 つ，公衆に著しく
101 
 


















群（中学生の男子 100 名・女子 100 名，大学生の男子 100 名・女子 100 名，中
年の男子 100 名・女子 100 名），病理群（神経症の男子 50 名・女子 50 名，精
神病の男子 50 名・女子 50 名，シンナー乱用の男子 50 名，アルコール依存症
































 少年鑑別所入所時点の年齢は 19 歳であった。知能水準は中程度で知的能力
に問題はないものの大学受験と就職試験に相次いで失敗し，アルバイトに従事
することとなった。家庭環境では両親が離婚していて，実父とは時々会って食
事などをする関係に留まり，普段は実母との 2 人暮らしであった。 
 









































































































 TAT 反応の分析 
 












カードに描かれていない人物の導入は実施カード 10 枚中 7 枚にあり，対人
的な関心は高いとみられる。 



































































































 TAT 反応の分析 
 



















































































 TAT 反応の分析 
 















カードに描かれていない人物の導入は実施カード 10 枚のうち 3 枚であり，













































































 TAT 反応の分析 
 














































































































表 5-1 性非行事例の TAT 分析結果①（形式的要素） 
  事例 
分析 
項目 













































5 枚／10 枚 
 


























































































表 5-2 性非行事例の TAT 分析結果②（内容的要素） 






























































































































第 4 節 考察 
 
 研究 1（第 3 章）と研究 2（第 4 章）で行った TAT 反応の量的分析から得ら







































































































非行・犯罪臨床における心理査定ツールとしての TAT の有用性について 
 





























第 5 節 まとめ 
 
 本章（研究 3）では，性非行の事例を 5 つ取り上げ，個々の反応を情報分析
枠（藤田,2001）に基づき整理することで，事例間で質的分析の共通点や相違























































































第 3 章（研究 1）では，TAT 反応を数値化して，大学生群，粗暴非行群，性
非行群の 3 群について比較を行い，他 2 群との比較を通して性非行群の特徴を
明らかにした。第 4 章（研究 2）では，大学生を性犯罪行為可能性の程度によ
って低群と高群に分け，性非行群を加えた 3 群間の比較を行って，性犯罪行為
可能性が高いということと，性犯罪の実行に関わる要素について検討した。第
5 章（研究 3）では，性非行の典型的な事例を 5 つ取り上げて TAT 反応の質的
分析を行い，性非行者個々の特徴から共通点をまとめた。 























































































































































第 2 節 性非行防止に資する処遇について 
 
























































































































第 3 節 性非行者の理解における TAT の有用性について 
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